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法政大学出版局　2014年11月26日出来 A5判並製・244頁
 

法政大学出版局図書目録2015年  

小局の2014年11月末までの刊行書目を掲載した最新図書目録〈2015年版〉です。

法政大学出版局　2014年12月中旬配本　予価6696円（本体6200円＋税） 四六判上製・594頁
ロラン・ビバール 著／堅田 研一 訳 《叢書・ウニベルシタス1021》

知恵と女性性 コジェーヴとシュトラウスにおける科学・政治・宗教 ISBN978-4-588-01021-7 C1310

★★　20世紀政治哲学史に名を刻む二人の異才、L.シュトラウスとA.コジェーヴが、『僭主政治について』で繰り広げ
た論争にはいかなる思想的意味があったのか。プラトンやクセノポン、アリストパネスなどギリシア起源に遡る両者
の難解なテクストを丹念に読み込み、哲学的知恵と政治、古代的なものと近代的なもの、男性性と女性性、歴史の
終焉と普遍等質国家の主題に深く切り込んだ圧巻の研究。 【哲学・思想】

☞ L.シュトラウス『僭主政治について』（上下巻、現代思潮新社）などとともにお薦めです。

法政大学出版局　2014年12月中旬配本　予価5184円（本体4800円＋税） 四六判上製・438頁
ジルヴィア・ボーヴェンシェン 著／渡邉 洋子・田邊 玲子 訳 《叢書・ウニベルシタス1022》

イメージとしての女性 文化史および文学史における「女性的なるもの」の呈示形式 ISBN978-4-588-01022-4 C3398

★★　〈学識ある女性〉と〈感傷的な女性〉を二つの極とする女性の評価はいまなお効力を失っておらず、男性により規定
された女性像は現実の女性問題を浸食しつづけている。近現代の文学・哲学・社会学にあらわれる「女性的なる
もの」をめぐる言説を分析し、果敢な論争の姿勢をもって歴史における女性の不在を追及した先駆的著作にして、
ジェンダー論のみならず文学史・文化史研究にも大きな影響を与えた現代の古典。 【文学史・ジェンダー】

☞ C.ペイトマン『秩序を乱す女たち？』、J.ジャーモン『ジェンダーの系譜学』（いずれも小局刊）ほか。

法政大学出版局　2014年12月上旬配本　予価3456円（本体3200円＋税） 四六判上製・346頁
植村 和代 著 《ものと人間の文化史169》

織物  ISBN978-4-588-21691-6 C0320

★★　織物は1万年以上前に発明された人類初の機械を用いた製品であった。機織り技術とともに衣文化はどのように
変遷したのか、織機の創意・工夫の歴史をたどり直す。古代の幻の織物をはじめ、古墳時代の縞織物、沖縄の花
織、大和機など、日本と東南アジアやインド、ペルシア等との交流や伝播が古くから見られることを豊富な図版を示
しながら解き明かす。 【文化史・技術史】

☞ 好評既刊：ものと人間の文化史『草木布』『木綿口伝』『野良着』『絣』『裂織』『木綿再生』など。

法政大学出版局　2014年12月15日配本　予価4536円（本体4200円＋税） 四六判上製・406頁
エルネスト・ラクラウ 著／山本 圭 訳 《叢書・ウニベルシタス1020》

現代革命の新たな考察  ISBN978-4-588-01020-0 C1310

★★　ポピュリズムが跋扈する現実社会との対決から、新しい民主主義のための政治理論を創造する。「敵対性」「転位」
「偶発性」「ヘゲモニー」といった重要概念を理論的に定式化し、ポスト・マルクス主義からラディカル・デモクラシー
に至る射程へその可能性を展開させた現在の民主主義研究における基礎文献。精神分析理論と政治理論を節合
させたスラヴォイ・ジジェクによる重要な論考も付す。 【哲学・思想】

☞ 関連書：C.ムフ編『脱構築とプラグマティズム』、杉田・川崎編『西洋政治思想資料集』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2014年12月19日配本　予価4644円（本体4300円＋税） A5判上製・230頁
赤司 英一郎 著 

思考のトルソー・文学でしか語られないもの ローベルト・ムージルの小説の方法について ISBN978-4-588-49507-6 C1090

★★　『特性のない男』で知られるムージルは「文学によってしか表しえないもの」を表そうとした作家である。他者性、あ
るいは一回しか存在しないものをどのように表現しようとしたか。あるいは、イメージや比喩の扱いをとおして、非言
語的なものを言語によってどのように語ろうとしたか。ムージル文学の奥行に作品論によって深く分け入り、ムージ
ルの創作方法とその小説世界を明らかにする。 【文学・思想】

☞ 関連書：K.コリーノ『ムージル伝記』（既刊１・２、近日全3巻完結予定）、E.カネッティ『眩暈』（小局刊）など。


